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規制準拠
INFICON Inc.（所在地 : 2 Technology Place, East Syracuse, NY 13057 USA） が設計・製造す
る本製品は、欧州連合の主要安全基準に適合しており、この基準に準拠して市場に提供されて
いることを保証します。 また欧州連合諸国における安全面の優良技術実施基準に従って製造さ
れており、設置・保守が適切に行われ、かつ正しい用途に使用されている限り、人間や動物・
器物に危険を与えるものではありません。

製品名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Compass 冷媒リークディテクタ

該当する規制項目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 73/23/EEC（93/68/EEC改正）

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 89/336/EEC（93/68/EEC改正）

該当する安全基準 . . . . . . . . . . . . . . . . . . EN 61010-1: 2001、EN 61326: 2000-11、
EMC Cl A、Immunity Criteria B
2002/95/EC (RoHS)

CE実施日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2006年 12月

許可を受ける代表者 . . . . . . . . . . . . . . . . Duane Wright、品質保証担当 
INFICON Inc.

この規制準拠または INFICON 製品の安全性に関してご質問がある場合は、書面にて上記住所
の品質保証部門までお問い合わせください。

WARNINGWARNING警告
この記号は、本装置に付属の文書内で、操作および保守（サービス）に関する重
要な注意事項を示すために使用されています。

IINFICON、Compass、および「Laboratory Accurate. Toolbox Tough.」は、 INFICONの商標です。

この度は、INFICON® Compass™冷媒リークディテクタをお買い上げ
頂き、有難うございます。
Compass は洗練された技術と耐久性が組み合わされ、卓越した感度を持 ち、Laboratory
Accurate, Toolbox Toughの特徴も引き続き持ち合わせた製 品です。 INFICONのCompass冷媒
リークディテクタは、手入れにさほど時間をか ける必要なく、通常の使用条件下においては何
年間も問題なく使用していただけます。

Compassのハイパフォーマンス機能 :

熱ダイオードセンサー

CFC、HCFC、および HFCの「リセットなし」検出

HIGH感度において、4 g/年 の感度
LOW感度において 34g/年 の感度

リークテスト領域での冷媒の自動調節（「ゼロ化」）
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頑丈なフレキシブルプローブ

センサー保護用のフォームフィルタ。

電源と HIGH/LOW感度選択用の多機能コントロールボタン。

LEDパワーインジケータ。

可変ピッチリーク警報音。

黄色の連続的な LEDリークインジケータ。

充電および交換可能な NiMH電源スティック。

装置に充電 /通電するための
AC電源アダプタ（100、120、230 V（AC）モデル）。

12 V（DC）車用アダプタ。

Compassリークディテクタの性能を十分に引き出すために、使用する前にこのマニュアルを熟
読してください。 質問または追加サポートについては、販売代理店またはインフィコンまで、
遠慮なくお電話ください。

フォーム
先端プロテクタ

プローブ先端

緑 /黄色 LED

電源ジャック

センサー

フレキシブルプローブ

HIGH/LOWインジケータ

ヘッドフォンジャック

電源セル
アクセスドア

フィルタ

コントロールボタン
オン / オフおよび
感度スイッチ
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はじめに : センサーの取り付けおよび
電源スティックの充電

WARNINGWARNING警告
この装置は、ガソリン、天然ガス、プロパンガス、その他の燃焼性ガスが存在す
る場所では使用しないでください。

Compass冷媒リークディテクタには、別包装の熱ダイオードセンサーが付属しています。 セン
サーは、保護用のホイルパッケージ内に乾燥状態を保つための乾燥カプセルとともに入ってい
ます。センサーは、使用する前にリークディテクタに取り付ける必要があります。センサーを
取り付けるには :

1. リークディテクタプローブの端と先端プロテクタを確認します。 先端プロテクタはディテ
クタの格納ケースにあります。 プローブの端にある 3 つのソケットに、センサーのリード
線を差し込みます。

2. センサーを保護用のホイルパッケージから取り出します。 センサーは上部に穴がある小さ
なメタル「カン」です。

3. センサーの 3つのリード線（カンの下から出ている小さなワイヤー）を、プローブの端
にある 3 つのソケットに合わせて慎重に並べます。 センサーのリード線をソケットに差し
込み、リード線が見えなくなるまでゆっくりとセンサーを押し込みます。

注意： 動作異常の原因となることがあるので、センサーのリード線は曲げないように
してください（「トラブルシューティング」を参照）。

4. 先端プロテクタ（フィルタが取り付けられた状態で）をセンサーの上に置き、キャップを
右回りに回してしっかりと締めます。この際、締めすぎないように注意してください。

5. ニッケル /メタル水素電源スティックは充電されていません。 充電するには、AC電源アダ
プタのコードを電源ジャックにつなげて、アダプタを適切なコンセントに差し込みます。
フル充電するには、10時間必要です。 Compassには高速充電機能はありません。

注意： フル充電された電源スティックは、5 時間使用できます。 一部のバッテリーは、
フル充電 / 放電サイクルを数回行った後で最高のパフォーマンスを発揮します。
Compass は AC 電源アダプタなしで使用できます。 提供される AC 電源アダプ
タを接続すると、電源スティックを充電しながら検出操作を行うことができま
す。 電源スティックは、再充電する前に完全に放電する必要はありません。電源
スティックには 「メモリー」機能はありません。

INFICON Compassの使用

WARNINGWARNING警告
INFICONが指定した方法に従ってこの装置を使用しない場合、怪我をする恐れが
あります。
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Compass冷媒リークディテクタの使用方法は簡単です。 コントロールボタンを押して、装置を
ONにします。 緑の ONインジケータ LEDが点灯し、黄色のリークインジケータ LEDがすべて
点灯します。 黄色の LEDが消え、1秒間に約 1回の間隔でビープ音が鳴ると、使用できる状態
になります。

INFICON Compass冷媒リークディテクタでは、すべての CFC（例、R-12）、HCFC（例、R-22）、
HFC、冷媒ブレンド（例、R-134A、R-404A、R407C、R-410A）、および SF6に対して、同様
の反応が返されます。 そのため、使用している冷媒によって設定を変更する必要はありません。

Compass には 2つの感度 : HIGHと LOWの設定があります。 感度インジケータは、装置正面
の右上にあります。 HIGHは LOWより 8倍感度が良くなります。 装置正面の点灯しているイン
ジケータを見れば、設定を確認できます。Compassは電源を入れると自動的に HIGH高度に設
定されます。 Compassを LOW感度に設定する場合は、すぐにコントロールボタンを押します。
LOW感度のインジケータが点灯します。 HIGH感度に戻すには、コントロールボタンを再度押
します。HIGH感度インジケータが点灯します。 

Compass冷媒リークディテクタではヘッドフォンも使用できます。 ヘッドフォンをディテクタ
に差し込むと、音はヘッドセットを通してのみ聞くことができます。

リークの検出
1. リークディテクタプローブの先端を、リークの可能性がある場所の出来るだけ近くに置き
ます。 疑わしいリークソースの 0.6 cm以内でプローブを通過させます。

2. プローブをゆっくり（1秒に約 2.5～ 5 cm）動かして、それぞれの疑わしいリーク点を通
過させます。

注意： 正しく読み取るために、プローブの先端がリーク点を通過するようにする必要が
あります。 Compass はリーク点の冷媒濃度の変化にのみ反応します。 プローブ
を動かすことで、これらの変化に正しく反応できるようになります。

3. リークが検出されると、黄色の LEDが点灯し、速いビープ音が鳴り出します。

4. Compass によりリークが検出されたら、プローブをリークから少し離してから再度戻し、
正確な位置を突き止めます。

5. 冷媒ガスの濃度が高い場合、感度を LOWに設定してから、プローブを疑わしいリークソー
スに再度置きます。 LOW感度設定は、リークが大きい場合に正確な場所を検出するのに役
立ちます。 感度を調節するには、リークディテクタのコントロールボタンをすぐに押しま
す。LOW感度インジケータが点灯します。 リークチェックを続行します。

6. リークソースを特定できたら、コントロールボタンを再度押して感度設定を HIGH に戻し
ます。

7. リークテストが完了したら、コントロールボタンを 1秒間押して、装置を OFFにします。

8. INFICON Compassを使用しないときは、付属の格納ケースに格納します。
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電源オプションの選択
INFICON Compass 冷媒リークディテクタは、充電済みの電源スティックを取り付けて、また
は AC電源アダプタに接続して使用します。 AC 電源アダプタに接続していると、Compass を
使用している間も電源スティックは充電され続けます（装置が OFFになっている場合よりも充
電速度は遅くなります）。

12 V（DC）の電源コードも付属しており、車のシガレットライターから Compassに充電およ
び通電できます。

注意： ディテクタは電源スティックが取り付けられていないと使用できません。

電源スティックの再充電
フル充電された電源スティックを使用すると、連続して 5時間以上操作を行えます。

電源スティックの電圧が低くなると、緑の ONインジケータが点滅します。この時点
では、Compassを少しの間使用する電力が残っています。

電源スティックの電力を完全に使い切ると、Compassがシャットダウンし、緑の ONイン
ジケータと最も高い黄色のリークインジケータ LED が交互に点滅します。 付属の AC 電
源アダプタに接続、またはシガレットライターアダプタを使用して、Compass を再充電
します。 フル充電には 10時間かかります。

注意： 電源スティックは、操作するためにフル充電する必要も、再充電前に完全に放電する
必要もありません。

WARNINGWARNING警告
Compass の電源ジャックには、この装置用の AC 電源アダプタおよび DC コー
ド以外の電源コードは取り付けないでください。

フィルタの変更
プローブ先端にあるフォームフィルタは、水または油に浸かった、あるいは汚れた場合は交換
する必要があります。 フィルタを交換するには、先端プロテクタを（左回りに）ねじって外し、
先端プロテクタのセンサー側からフィルタを（ペーパークリップなどで）押し出します。 新し
いフィルタを先端プロテクタの小さな穴に滑りこませて、先端プロテクタを交換します。 先端
プロテクタを取り外す際にセンサーがずれてしまった場合は、一旦外してから差し込み直しま
す。この手順については、次のセクションで説明します。

プローブ

センサー

フィルタ
先端プロテクタ



7

センサーの交換
Compassの電気化学熱ダイオードセンサーは、プローブの先端にあります。 この特殊センサー
は約 100時間使用できます。 100時間を経過した、または冷媒リークを検出できなかったと感
じたら、センサーを交換する必要があります。 INFICON 以外のリファレンス冷媒リークもセン
サー感度の確認のために使用できます。 （「部品とアクセサリの交換」を参照してください）。

センサーを交換するには :

1. リークディテクタの電源を切ります。

2. プローブの端を持ち、先端プロテクタを（左回りに）ねじって外します。 センサー（上に
穴がある小さな「カン」）をまっすぐに引いて抜きます。 ディテクタの電源がしばらく入っ
ていた場合は、センサーは暖かいですが、やけどすることはありません。

3. 交換用センサーを保護用のフォイルパッケージから取り出します。

4. センサーの 3 つのリード線（カンの下から出ている小さなワイヤー）を、プローブの端に
ある 3 つのソケットに合わせて慎重に並べます。 リード線をソケットに取り付けて、リー
ド線をプローブの端にゆっくりと押し込みます。

注意： 動作異常の原因となることがあるので、センサーのリード線は曲げないように
してください（「トラブルシューティング」を参照）。

5. この際にフィルタも交換します。 （「フィルタの変更」を参照）。

6. 先端プロテクタをセンサーの上に置き、キャップを右回りに回してしっかりと締めます。
この際、締めすぎたり、先端プロテクタを損傷したりしないように気をつけてください。

電源スティックの取り外し /交換
Compassでは事前に組み立てられている電源スティックを使用します。 電源スティックは分解
しないでください。

電源スティックは小さな電気コネクタを介して回路基板に接続されます。 古い電源スティック
を Compassからスライドさせて、コネクタを外します。 新しい電源スティックの小さなコネク
タを押して、回路基板のコネクタに合わせ、新しい電源スティックを Compass にスライドさ
せて入れます。 さらに、2 つの半端が正しく接続されていることを確認します。正しく取り付
けられていないと、コネクタが偏向し、バッテリーまたはCompassが損傷することがあります。

電源スティックを正しく取り付けたら、ディテクタの下部にあるコンパートメントカバーをカ
チッと音がするまでスライドさせてバッテリーコンパートメントを閉じます。 電源スティック
のリード線が、プラスティックの筐体からはみ出していないことを確認してください。 ACアダ
プタをコンセントに差し込み、新しい電源スティックをフル充電します（1時間かかります）。

Compass筐体のクリーニング
Compass のプラスティック筐体は、標準の家庭用洗剤またはイソプロピルアルコールで洗浄で
きます。 洗浄剤が装置に入らないように気をつけてください。 ガソリンやその他の溶剤はプラス
ティックを損傷することがあるので、これらの物質に Compassが触れないようにしてください。



トラブルシューティング
注意： Compassリークディテクタの内部部品は、サービス対象外です。 フィルタ、センサー、

または電源スティックの交換を除き、装置を分解しないでください。 いかなる理由に
よってもプラスティック筐体を開けると、保証を受けられなくなります。

問題 原因 対処方法

1. 緑の ON ライトが点滅
しているのに、ディテク
タが動き続けている。

1. 電源スティックの電圧
が低い。

1. 現在のジョブを終了して、電源
スティックを再充電するか、ACア
ダプタを用意してリークディテク
タに電源を供給します。

2. 緑の ON ライトと最も
高い黄色のリークインジ
ケータ LEDが交互に点滅
する。

2. 電源スティックの電力
を完全に使い果たし、ディ
テクタに電源を供給でき
ていない。

2. 電源スティックを 10 時間再充
電します。 急いで使う必要がある
場合は、電源スティックを数分間
再充電して、ACアダプタをコンセ
ントに差し込んで AC 電圧で装置
を使用します。

3.緑の ONライト、HIGH
感度インジケータ、およ
びLOW感度インジケータ
が交互に点滅する。

3. 電源スティックが入っ
ていない。

3. 装置は電源スティックがないと
使用できません。 代理店から新し
い電源スティックを購入して、
リークディテクタに取り付けます。

4.装置の電源が切れない。 4. コントロールボタンを
十分押し続けていない。

4. 電源を切るには、コントロー
ルボタンを 1秒間押し続けてく
ださい。

5. リークディテクタが不
安定である。ちょっとぶ
つかったり、プローブを
動かしたりするとアラー
ムが鳴る。

5. センサーのリード線が
曲がっていて、ソケットと
正しく接触していない。
または、ディテクタを長期
間使用していなかったた
めにセンサーが湿気を吸
収している。 注意 : リーク
ディテクタプローブを突
然動かす、またはセンサー
の先端に風を吹き込むと、
センサーの上に気流が流
れ、アラームが発生するこ
とがあります。

5. 保護用キャップとセンサーを取
り外します。 センサーのリード線
が真っ直ぐかどうか確認します。
曲がっている場合は、ラジオペン
チを使用してワイヤをゆっくり伸
ばします。 センサーを取り付けて、
ディテクタをテストします。
Compassを5週間以上使用してい
ない場合は、センサーが湿気を吸
収していることがあります。
Compassの電源を入れて、最低
20分またはアラームが消えるまで
稼動させます。 注意 : 湿気を吸収
しても、センサーの寿命や感度に
影響はありません。
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製品仕様

部品とアクセサリの交換
Compass の交換部品とアクセサリは、装置を購入した代理店から購入できます。
標準付属品

6. リークディテクタの感
度が良くない。リークを
見逃した、または一部の
冷媒タイプしか検出でき
ない。

6.センサーの寿命。 6. 代理店から新しいセンサーを購
入して、Compassに取り付けます。

さらなるサポートが必要な場合は、販売代理店までお電話ください。

使用屋内または屋外（一時的）
R22、R134a、および R410a の最低感度 4 g/年
バッテリー 寿命約 5 時間
使用温度範囲 -20 ºC から +50 ºC
充電温度範囲 0 ºCから +40 ºC
保管温度範囲 -20 ºCから +55 ºC
湿度 85% RH NC（最大）
高度 2,000 m
汚染度 2
過電圧カテゴリ 2
重量（電源セルを含む） 500 g

12V コードとシガレットライタープラグ、
3.7 m

100V 703-055-P1アダプタとコード、1.8 m 
033-0018

交換消耗品・部品
交換用電源スティック 712-700-G1
交換用センサー　（1個入り） 703-020-G1
交換用フィルタ（20個入り） 705-600-G1
交換用プラスティック格納ケース 717-700-G1

問題 原因 対処方法
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アクセサリー・オプション

保証および責任範囲
Compass 冷媒リークディテクタは、お買い上げの日より 2 年間、その材質・製造について欠
陥がないことを INFICONは保証します。 ただし電源スティック、センサー、およびフィルタな
ど、正常な使用条件下で劣化する部品については保証しかねます。 また、誤用、過失、事故に
よる損害や、装置が INFICON以外の者によって修理・改造されている場合にも、INFICONで
は保証しかねます。

INFICONの責任は、保証期間終了後 30日目よりも以前に、送料送付人払いで返品され、かつ
材質または製造の欠陥であると、INFICON が判断するものに限ります。 INFICON の責任は、
INFICONの裁量により、欠陥装置または欠陥部品の修理あるいは交換に限られます。

この保証は、明示・暗示を問わず、また市場性や特定目的への適合性なども含め、他のあらゆ
る保証の代わりとなるものです。 その他すべての保証は明示的に放棄します。 INFICON は、
INFICONに対して支払われた対価に返品送料を加えた金額の範囲内で保証致します。 INFICON
は、偶発的または間接的な損害についても責を負いません。 そのような責任はすべて免除され
ます。

返品承認手順
詳しくは INFICON代理店にお尋ねください。 修理や返金のために商品や部品を INFICONへ送
付する場合は必ず、適切に梱包し、保険をかけ、送料は送付人払いで送付してください。また、
商品の返品前に発行された、RMA（Return Material Authorization）番号も必ず添えてください。
RMA番号はすべての出荷ラベルとパッキングスリップに記載されている必要があります。 ご質
問がある場合は、販売代理店までお電話ください。

ヘッドフォン 032-0404
オプションの TEK-Check R134a リファレンスリーク 703-080-G1
120Vアダプタとコード、1.8 m 033-0019
230V（ユーロプラグ）アダプタとコード、1.8 m 033-0020
230V（UK プラグ）アダプタとコード、1.8 m 033-0022
10
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TEL: (045) 471 - 3328 TEL: (045) 471 - 3326
FAX: (045) 471 - 3327 FAX: (045) 471 - 3327
www.inficon.com

074-458-P4D

〒 222-0033 
技術・サービスセンター
〒 222-0033 横浜市港北区新横浜 2-2-3

本社・オフィス
横浜市港北区新横浜 2-2-8
NARA ビルⅡ 5F 新横浜第１竹生ビル 1F

販売代理店 :

お買い上げ日 :

_____________年 _____________月 _____________日

http://www.inficon.com

	規制準拠
	この度は、INFICON® Compass™冷媒リークディテクタをお買い上げ 頂き、有難うございま
	はじめに: センサーの取り付けおよび 電源スティックの充電
	INFICON Compassの使用
	リークの検出
	電源オプションの選択
	電源スティックの再充電
	フィルタの変更
	センサーの交換
	電源スティックの取り外し/交換
	Compass筐体のクリーニング
	トラブルシューティング
	製品仕様
	部品とアクセサリの交換
	保証および責任範囲
	返品承認手順


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [288.000 396.000]
>> setpagedevice


